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（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）で
し
た
。
そ
の
後
、
い

く
つ
か
の
段
階
を
経
て（
図
３
）、
先
進
各

国
で
は
規
制
の
た
め
の
法
整
備
の
足
並
み

が
揃
っ
て
き
ま
し
た
。

　

諸
外
国
の
状
況
と
し
て
は
、
欧
州
で
木

材
規
制
に
よ
る
違
法
伐
採
材
対
策
が
進
ん

で
い
ま
す
。
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル

ギ
ー
が
森
林
認
証
材
の
利
用
に
目
標
を
掲

げ
て
取
り
組
み
、
英
国
で
２
０
０
８
年
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
２
０
１
５
年
に
80
％
に
達

し
ま
し
た
。
唯
一
違
法
伐
採
の
存
在
を
政

府
が
認
め
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、
先

進
国
の
協
力
も
あ
り
独
自
の
認
証
制
度
を

作
っ
て
い
ま
す
。
森
林
減
少
が
著
し
か
っ

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
国
に
よ
る
植
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
近
年
で
は
森
林
面

積
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」へ
の
期
待

■ 	

今
後
の
展
開
は
？

　

ま
ず
は
木
材
関
連
事
業
者
の
方
々
が
広

＊1 「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律」

合
法
木
材
の
利
用
を
民
間
に
も
拡
大

　

日
本
は
こ
こ
10
年
来
、「
グ
リ
ー
ン
購

入
法
」
の
仕
組
み
を
用
い
て
政
府
調
達
に

つ
い
て
は
合
法
木
材
使
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
丸
太
ベ
ー
ス
で
７
割
に

合
法
証
明
書
が
付
く
な
ど
、
成
果
も
か
な

り
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政

府
調
達
だ
け
で
は
い
か
ん
せ
ん
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
小
さ
す
ぎ
ま
す
。
欧
米
な
ど
諸
外
国

で
は
、
民
間
取
引
も
規
制
の
対
象
に
し
た
、

罰
則
を
伴
う
法
律
が
で
き
て
い
ま
す
（
図

２
）。
世
界
で
二
番
目
の
木
材
輸
入
大
国

の
日
本
も
き
ち
ん
と
法
制
化
す
べ
き
だ
、

と
い
う
声
も
強
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
取
り

組
み
は
川
上
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

一
般
消
費
者
に
近
い
川
下
の
事
業
者
ま
で
合

法
材
の
流
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う

反
省
点
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
木
材
を
扱
う
す
べ
て

の
事
業
者
が
合
法
性
の
確
認
を
行
う
こ
と

で
、
結
果
的
に
違
法
伐
採
木
材
を
市
場
か

ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
指
す「
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
」が
制
定
さ
れ
た
の
で
す
。

合
法
木
材
流
通
の
太
い
流
れ
を
作
る

　
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」は
、
参
画
す
る

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
合
法
性
の
連
鎖
を
川

下
ま
で
つ
な
げ
て
、「
合
法
伐
採
木
材
等
の

流
通
」の
太
い
流
れ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、

そ
し
て
消
費
者
の
皆
様
に
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
と
て
も
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
、
合
法
木
材

の
流
通
を
き
ち
ん
と
担
う
意
思
を
持
つ
事

業
者
に
は「
登
録
木
材
関
連
事
業
者
」に
登

録
し
て
も
ら
い
、
こ
の
法
律
の
牽
引
役
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
期

待
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
登
録
制
度
が
ど
う
動
く

か
に
は
、
諸
外
国
か
ら
も
高
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
欧
米

の
よ
う
な
罰
則
規
定
が
な
く
て
も

合
法
木
材
の
流
通
が
当
た
り
前
の

社
会
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
し
た

ら
、
こ
れ
は
一
つ
の
新
し
い
試
み

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
業
界
認
定
制
度
は
非
常
に
う
ま

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」の
役
割
と
今
後
の
展
開

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」施
行
の
背
景

違法伐採と疑われる木材取引は、全世界で相当量に達しているともいわれている。
違法伐採は、木材生産地の環境破壊にとどまらず、さまざまな問題を引き起こす。

ここ20年来、世界では違法伐採根絶のための対策が行われてきた。
国として世界に先駆けて合法性証明のためのガイドライン（図1）を実施してきたわが国では、

「グリーン購入法」の対象物品に中間物品等を加えた「木材等」について、
それらを取り扱う大半の事業者が合法性の確認等を行うという形で

「クリーンウッド法」＊１が制定され、2017年５月から施行となった。
合法的な木材の利用を進め、違法木材の流通を防ぐための促進法だ。

今回の特集では、「クリーンウッド法」法制化の背景と目的、具体的な対応方法などについて紹介する。

今、「クリーンウッド法」が
動き出す

特  集

農林水産省 林野庁林政部木材利用課
林業･木材産業情報分析官

内田 敏博氏

違
法
伐
採
の
問
題
点
と

諸
外
国
の
対
策

■ 	

違
法
伐
採
が
引
き
起
こ
す
問
題
と
は
？

　

違
法
伐
採
の
疑
い
の
あ
る
世
界
の
木
材

取
引
は
、
２
０
１
４
年
で
63
億
ド
ル（
約

７
０
０
０
億
円
、「
国
際
森
林
研
究
機
関

連
合
報
告
書
」）に
達
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
違
法
伐
採
が
引
き
起
こ
す
問
題

は
、
森
林
が
失
わ
れ
る
環
境
破
壊
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
違
法
な
伐
採
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
大
量
の
木
材
流
通

に
よ
り
、
市
場
価
格
は
下
落
し
、
適
正
価

格
が
維
持
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

持
続
可
能
な
森
林
経
営
に
対
し
、
た
い
へ

ん
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
発
展
途
上
国
で
は
、
国
や
州
に

入
る
は
ず
の
収
入
が
減
り
、
財
政
が
厳
し

く
な
る
と
い
う
問
題
も
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
む
場
所
を
奪
わ
れ
た
森
に
暮
ら

す
先
住
民
の
人
権
侵
害
も
重
要
な
問
題
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

違
法
伐
採
に
対
す
る
各
国
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
？

　

発
端
は
、
１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合
会
議
」

く「
登
録
木
材
関
連
事
業
者
」に
な
り
、
市

場
で
の
合
法
木
材
の
い
っ
そ
う
の
利
用
を

促
し
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
一
端
を

担
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
違
法
伐
採
の
リ
ス
ク
が
高
い
地

域
と
の
対
応
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
、
す

で
に
違
法
伐
採
へ
の
取
り
組
み
を
独
自
に

進
め
て
い
る
国
も
あ
り
、
そ
う
し
た
国
々

と
協
力
し
、
よ
り
安
全
で
違
法
性
が
な
い

木
材
の
輸
入
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
違
法
伐
採
へ
の
本
格
的
な
取
り
組

み
を
、
日
本
国
全
体
が
始
め
た
と
表
明
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
は
輸
入
業
者
か
ら
の
表

明
が
増
え
れ
ば
、
木
材
産
出
国
も
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
違
法
伐
採
の
心
配
の
な
い
国

産
材
が
、
国
内
外
で
積
極
的
に
使
わ
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
日
本
も
ド
イ
ツ
の
よ

う
に
、
木
材
輸
出
国
と
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
丸
太
は
コ

ス
ト
面
で
の
国
際
的
な
格
差
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
課
題
は
木
材
製
品
で
、

生
産
効
率
が
低
い
た
め
コ
ス
ト
高
で
競
争

力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
製
材
工
場
の

効
率
化
を
進
め
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
く
で

き
れ
ば
、
木
材
製
品
の
輸
出
も
可
能
で
す
。

日
本
の
林
業
の
将
来
は
、
明
る
い
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

筑波大学 生命環境系 准教授

立花 敏
さ と し

氏

図3. 違法伐採に対する主な取組み
年 取り組み

1992年
ITTO（国際熱帯木材機関）が持
続可能な森林経営に向けた基準
指標を作成

1993年
第三者が森林管理の評価・認証
を行う「FSC（森林管理協議会）」
の森林認証制度が誕生

1999年
各国の森林認証制度の承認を実
行する国際統括組織「PEFC」が二
つ目の森林認証制度として設立

2005年

G8グレンイーグルズ・サミットに
おいて、政府調達や貿易規則、木
材生産国支援などの具体的行動
に取り組むことに合意

図2. 各国の違法伐採対策
米  国 Ｅ  Ｕ 豪  州 日  本

レイシー法 ＥＵ木材規則 違法伐採禁止法 クリーンウッド法
施行年 2008年 2013年 2014年 2017年

対象者
木材の輸出入･売
買･取引を行うす
べての事業者

ＥＵ市場に最初
に出荷する木材
事業者

木材の輸入業者、
国内生産丸太の
加工業者

木材関連事業者

禁止
事項

違法木材の輸出
入･移 送･売 買･
受取・入手

違法伐採木材の
ＥＵ市場への出
荷

違法伐採木材の
輸入、国内の違
法伐採木材の加
工

違法木材かどう
かの確認を行わ
ないこと

義務
行為

十分な注意義務
に取り組む

リスクを最小限に
するための然るべ
き注意を行う

リスクを最小限に
するための然るべ
き注意を行う

木材等の合法性
の確認を行うよ
うに努力する

罰則 あ  り あり。詳細はＥＵ
加盟国で異なる あ  り な  し

図1. ガイドラインによる証明方法
① 森林認証制度およびCoC認証制度を活用した証明方法
② 森林・林業・木材産業関係団体の認定を得て事業者が
    行う証明方法
③ 個別企業等の独自の取組による証明方法

く
機
能
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
仕
組

み
は
今
後
も
上
手
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
段
階
と

し
て
、
登
録
事
業
者
の
募
集
は
こ
の
秋
に

開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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出所：農林水産省、経済産業省、国土交通省『合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律（クリーンウッド法）の運用案について』

出所：日本木材輸入協会の資料

＊1 対象物品の詳細については『建材マンスリー』2017年７月号P１０を参照
＊2 http://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/goho/index.html

い
入
れ
る
川
上
の
輸
入
事
業
や
原
木
市

場
、
製
材
工
場
な
ど
を
『
第
一
種
木
材
関

連
事
業
』、
そ
れ
以
外
の
川
下
の
事
業
を

『
第
二
種
木
材
関
連
事
業
』
と
分
け
て
い

ま
す
。
木
材
関
連
事
業
者
は
す
べ
て
今
回

の
新
法
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
川
上
と

川
下
の
責
務
に
は
軽
重
を
設
け
て
い
ま
す
」

川
上
と
川
下
で
は

「
合
法
性
確
認
の
方
法
」が
異
な
る

　

第
一
種
の
事
業
者
は
、
樹
木
の
所
有
者

や
輸
出
業
者
な
ど
購
入
先
か
ら
樹
種
や
伐

採
地
域
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
書
類
（
納
品

書
・
通
関
書
類
な
ど
）
と
、
合
法
伐
採
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

合
法
性
を
確
認
す
る
。
も
し
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
追
加
的
措
置
と
し
て
、
追
加

情
報
の
収
集
や
流
通
経
路
の
把
握
を
し

て
、
再
度
合
法
性
を
確
認
す
る
（
図
２
）。

　

第
二
種
の
事
業
者
は
、
購
入
先
が
発
行

「
対
象
物
品
」と

「
対
応
す
べ
き
事
業
者
」と
は

　

合
法
的
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
か
ど
う
か

の
確
認
が
必
要
と
な
る
の
は
、「
グ
リ
ー

ン
購
入
法
」
の
対
象
物
品
を
ベ
ー
ス
に
新

た
な
品
目
を
加
え
た
「
木
材
・
家
具
・
パ

ル
プ
・
紙
・
そ
の
他
」。
な
お
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
た
も
の
は
除
く
＊
１
。

　

合
法
木
材
の
確
認
（
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ

ン
ス
）
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
「
木

材
関
連
事
業
者
」
は
、
木
材
等
の
製
造
・

加
工
・
輸
入
・
輸
出
・
流
通
・
販
売
（
消

費
者
へ
の
小
売
販
売
は
除
く
）
を
行
う
す

べ
て
の
事
業
者
。
ま
た
、
木
材
を
使
用
し

て
建
築･

建
設
を
行
う
事
業
者
と
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
者
も
含
ま
れ
る
（
図
１
）。

  ［
コ
メ
ン

　
「
国
内
外
の
木
材
生
産
者
か
ら
直
接
買

す
る
書
類
な
ど
の
内
容
で
合
法
性
を
確
認

す
る
。
た
だ
し
未
確
認
の
場
合
で
も
、
第

二
種
は
追
加
的
措
置
を
し
な
く
て
も
よ
い
。

　

合
法
性
の
確
認
に
至
ら
な
か
っ
た
木
材

等
は
、
保
管
や
出
荷
、
加
工
な
ど
に
お
い

て
、
合
法
性
が
確
認
で
き
た
木
材
等
と
分

別
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

  ［
コ
メ
ン

　
「
第
一
種
の
事
業
者
が
行
う
具
体
的
な

合
法
性
確
認
方
法
の
詳
細
は
ま
だ
明
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
追
っ
て
Ｑ
＆
Ａ
な
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
り
で
周
知
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
ま
だ
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
林
野
庁
が
立
ち
上
げ
た
『
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド･

ナ
ビ
』
サ
イ
ト
＊
２
に
、

新
法
の
概
要
や
国
別
の
情
報
な
ど
、
合

法
伐
採
木
材
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

合
法
木
材
に
お
け
る
問
題
点
は
、
何
を

も
っ
て
合
法
性
を
証
明
し
た
材
と
見
な
す

の
か
、
と
い
う
『
合
法
性
の
定
義
』
が
、

国
際
的
に
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
『
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
』
で

合
法
伐
採
木
材
の
調
達
を
民
間
の
木
材
利
用
に
ま
で
拡
げ
た
新
法「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
」の
仕
組
み
を
解
説
す
る
。
ま
た
運
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
日
本
木
材
輸
入

協
会
専
務
理
事
の
岡
田
清
隆
氏
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
木
材
関
連
事
業
者
」の
取
り
組
み
方

は
川
上
の
第
一
種
に
相
当
す
る
事
業
者
だ

け
で
す
が
、
こ
の
新
法
で
は
川
下
の
第
二

種
も
対
象
範
囲
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

第
二
種
は
『
購
入
先
が
違
法
木
材
で
は
な

い
と
記
載
し
た
書
類
を
確
認
す
る
だ
け
で

よ
い
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
お
合
法
性

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
木
材
等
で
も
流
通

は
可
能
で
す
が
、
合
法
木
材
と
の
分
別
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
扱
う
の
は

な
か
な
か
難
し
い
と
い
え
ま
す
」

は
、
木
材
原
産
国
に
お
け
る
伐
採
に
関
わ

る
法
律
・
法
令
に
順
守
し
て
い
る
か
否
か

を
合
法
性
の
基
準
と
し
て
い
ま
す
。『
合

法
木
材
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』（
図
３
）
で
は
、

今
回
の
法
律
は
『
違
法
伐
採
材
で
は
な
い
』

と
い
う
狭
義
の
合
法
性
に
該
当
し
、
そ
こ

か
ら
広
義
の
合
法
性
へ
基
準
の
引
き
上
げ

を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

合
法
性
を
確
認
す
べ
き
範
囲
に
つ
い

て
、
欧
州
の
『
Ｅ
Ｕ
木
材
規
制
』
な
ど
で

「
合
法
木
材
の
業
界
団
体
認
定

制
度
」は
そ
の
ま
ま
継
続

　

政
府
調
達
に
関
す
る「
グ
リ
ー
ン
購
入

法
」の
基
本
方
針
に
、
２
０
０
６
年
、
木
材

合
法
性
の
基
準
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
民
間
の「
合
法
木
材
の
業
界
団
体
認

定
制
度
」
が
作
ら
れ
、
現
在
、
全
国
で

１
５
０
の
木
材
関
連
団
体
が
認
定
団
体
と

な
っ
て
、
約
１
万
２
０
０
０
社
が「
合
法
木

材
供
給
事
業
者
」と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
。
法
律
に
は
基
づ
か
な
い
民
間
に
よ
る

取
り
組
み
だ
が
、
趣
旨
は
新
法
と
同
じ
で

あ
る
た
め
、
業
界
の
認
定
制
度
も
引
き
続

き
継
続
し
、
併
用
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

  

［
コ
メ
ン

　
「
業
界
団
体
に
よ
る
認
定
制
度
は
10
年

以
上
の
実
績
が
あ
り
、
皆
さ
ん
が
利
用
に

も
慣
れ
、
業
界
に
も
根
付
い
て
い
ま
す
。

特  集

今、「クリーンウッド法」が
動き出す

日本木材輸入協会
専務理事

岡田 清隆氏

図1. 木材関連事業者の範囲（イメージ）

図2. 合法性確認の方法（第一種・第二種木材関連事業）

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

図3. 合法木材ピラミッド

合法伐採木材等の確認等（DD〈デューデリジェンス〉）の実施

第
一
種
木
材
関
連
事
業
者

第
二
種
木
材
関
連
事
業
者

合
法
性
確
認
に
至
ら
な
か
っ
た
木
材
等

購入先等から収集

① 品目
② 樹種
③ 伐採国又は地域
④ 重量、体積又は数量
⑤ 購入先の名称所在地
⑥ 伐採の合法証明書

合法性確認に
活用できる方法

（いずれかにより活用できる）
現行のガイドライン

＋
・都道府県等による森林や

木材等の認証制度を活用
する方法

追加的措置

購入先等その他関係
者からの追加情報の収
集や流通経路の把握
等により合法性を確認

（例えば現地調査など）

確  認

① 国が提供する情報
  （例えば合法性確認方法
     のガイドラインなど）

② 購入先との過去の
    取引実績等を踏まえ
    合法性を確認

確  認

購入先が発行する書類（6
条1項3号）その他これに類
する書類の内容を確認

“合法”書類発行（6条1項）
（例えば納品書など）

未確認

確認

追加的措置
なし

合法性を確認した木材等

出所：農林水産省、経済産業省、国土交通省『合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律
　　（クリーンウッド法）の運用案について』を基に作成

■ 第一種木材関連事業
■ 第二種木材関連事業

※ 本イメージ図は木材等の複雑な流通構造の概略を示したもの
※ 本イメージ図では木材等の輸出事業者は省略

木材関連事業者

森
林
所
有
者

国
内
素
材
生
産
業
者

海
外
事
業
者

輸
入
事
業
者

原
木
市
場

製
材
工
場 製

品
市
場

販
売・流
通
事
業
者

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

建
設
業
者
・
工
務
店 小

売
事
業
者

消
費
者

合
単
板
工
場

チ
ッ
プ
工
場

集成材工場

バイオマス発電 家具工場、フローリング工場、
サイディング工場など

製紙工場パルプ工場

木材関連事業者

森林所有者
国内素材生産業者

海外事業者

原木市場

製材工場

合単板工場

集成材工場

製品市場

販売・流通事業者

プレカット工場

建設業者・工務店

輸入事業者

チップ工場

パルプ工場

バイオマス発電

製紙工場

家具工場、フローリング工場、サイディング工場など

小売事業者

消費者

第一種木材関連事業
第二種木材関連事業

※本イメージ図は木材等の複雑な流通構造の概略を示したもの
※本イメージ図では木材等の輸出事業者は省略

日本政府が最低限
求める基準

（今回、確認義務を法制化）

従来のミニマムライン

基準の
引き上げ

環境NGOが
強く求めている基準

明らかな
違法伐採材

グリーン購入法（合法性証明材）

第三者認証・CW・管理木材

大企業 CSR・木材調達基準

100％森林認証材（FSC等）

オリンピック組織委員会・木材調達基準

レッドリスト
絶滅品種

合法伐採木材利用促進法（木材関連事業者）
最低限の合法性確認義務（違法伐採材排除）

（合法性確認材 ）

ワシントン条約
禁止木材

買
わ
な
い 

取
り
扱
わ
な
い 

段
階
的

引
き
上
げ

合法性担保を追求すればするほど、木材供
給量や種類は減る。持続可能で最も調和の
とれた自社の木材調達方針を定め、段階的
に、計画的にその基準の引き上げに努める。

広義の合法性
（合法伐採のみならず）

狭義の合法性
（違法伐採材ではない）

登録木材関連事業者

国連グローバル・コンパクト

生物多様性の保存 持続可能性の維持 先住民の人権保護
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新
法
で
は
、
こ
の
民
間
の
取
り
組
み
を
残

し
つ
つ
、
新
た
な
枠
組
み
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
二
つ
の
ル
ー
ル
の
併
用
の
た
め
、

少
々
や
や
こ
し
く
な
っ
た
き
ら
い
が
あ
り
、

今
後
何
年
か
か
け
て
、
シ
ス
テ
ム
が
一
本

化
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
」

「
登
録
木
材
関
連
事
業
者
制
度
」

の
仕
組
み

　

合
法
木
材
の
利
用
を
適
切
・
確
実
に

行
っ
て
い
る
木
材
関
連
事
業
者
は
、
登
録

実
施
機
関
に
申
請
し
、
登
録
を
許
可
さ
れ

る
こ
と
で「
登
録
木
材
関
連
事
業
者
」の
名

称
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
登
録
申
請

開
始
は
、
登
録
実
施
機
関
と
登
録
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
審
査
の
詳
細
な
ど
が
決
ま
る

さ
れ
て
い
る（
図
４
）。
一
方
、
ま
だ
合
法

性
が
証
明
さ
れ
な
い
グ
レ
ー
部
分
が
約

30
％
あ
る
の
で
、
合
法
性
の
確
認
を
促
進

し
て
、
こ
れ
を
で
き
る
限
り
ゼ
ロ
に
す
る

の
が
新
法
の
目
標
の
一
つ
と
い
え
る
。

  ［
コ
メ
ン

　
「
日
本
は
木
材
供
給
の
７
割
を
輸
入
材

に
依
存
し
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
グ
レ
ー

部
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
、
十
分
に
木
材
を

買
え
な
く
な
り
、
経
済
的
な
混
乱
を
起
こ

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

社
会
の
実
現
に
は
、
環
境
・
社
会
・
経
済
の

三
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
将
来
に
わ
た
っ
て

共
存
し
発
展
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
、
新
し
い
変
革
は
徐
々
に
や
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
各
事
業
者
が
確

認
の
努
力
を
す
れ
ば
、
30
％
の
合
法
性
未

確
認
材
の
う
ち
15
〜
20
％
に
つ
い
て
は
、

何
ら
か
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
ど
ん
な
に
調
べ
て
も
合

法
性
が
確
認
し
き
れ
な
い
、
確
証
が
持
て

な
い
部
分
が
も
し
最
後
に
１
割
程
度
残
る

と
す
れ
ば
、
政
府
と
し
て
は
ま
ず
は
そ
れ

ら
が
何
な
の
か
を
把
握
し
た
い
の
と
、
必

要
が
あ
れ
ば
政
府
自
ら
が
産
地
調
査
等
を

行
い
、
違
法
伐
採
リ
ス
ク
の
有
無
の
確
認

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。

　

合
法
性
確
認
の
上
で
い
つ
ま
で
も
グ

レ
ー
の
状
態
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
と

思
い
ま
す
。
一
定
期
間
内
に
で
き
な
い
場

合
、
政
府
は
事
業
者
に
対
し
て
最
終
的
に

は
他
の
よ
り
安
全
で
リ
ス
ク
の
低
い
木
材

に
代
替
す
る
よ
う
促
す
制
度
的
な
指
導
を

行
い
、
木
材
の
供
給
に
混
乱
を
来
さ
ず
中

小
事
業
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
施
策
を

取
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

流
通
業
、工
務
店
の
対
応
は
？

　「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」は「
規
制
法
」で

は
な
く「
促
進
法
」な
の
で
、
合
法
木
材
の

確
認
も
登
録
制
度
も
任
意
と
な
っ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
川
上
で
は
関
心
度
が

高
い
が
、
受
動
的
な
作
業
し
か
求
め
ら
れ
て

い
な
い
川
下
で
は
関
心
度
は
低
い
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
対
応
に
は
差
が
あ
る
が
、
今

後
、
合
法
木
材
利
用
の
流
れ
が
変
わ
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

事
業
所
は
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

  ［
コ
メ
ン

　
「
川
下
の
事
業
者
は
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
を
高
い
レ
ベ
ル
で
順
守
し
よ
う
と
い

う
企
業
と
組
み
、
取
引
を
す
る
こ
と
が
良

い
選
択
だ
と
思
い
ま
す
。
新
法
が
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
、
制
度
と
し
て
完
成

し
て
か
ら
対
応
を
考
え
る
、
と
い
う
の
で

は
遅
す
ぎ
ま
す
」

秋
以
降
に
な
る
予
定
。
な
お
登
録
に
際
し

て
、
川
上
の
事
業
者
は
事
業
全
体
を
登
録

す
る
が
、
川
下
の
事
業
者
は
部
門
ご
と
、

部
材
・
製
品
ご
と
の
登
録
が
可
能
と
な
る
。

  ［
コ
メ
ン

　
「
登
録
は
任
意
の
制
度
で
す
が
、
特
に

第
一
種
は
率
先
し
て
登
録
を
行
っ
て
ほ
し

い
と
国
は
考
え
て
い
ま
す
。
登
録
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
高
い
レ
ベ
ル
・
意
識
を
持
っ

た
企
業
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
他
社

と
差
別
化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
第
二
種
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

登
録
事
業
者
は
す
べ
て
の
情
報
を
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ズ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
登

録
を
行
っ
た
事
業
者
に
は
政
府
調
達
を
優

先
す
る
な
ど
の
仕
組
み
が
今
後
で
き
れ

ば
、
登
録
数
も
ス
ム
ー
ズ
に
拡
大
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
」

合
法
木
材
は
増
加
傾
向

　

国
産
材
は
ほ
ぼ
合
法
伐
採
な
の
で
、
問

題
は
主
に
輸
入
材
と
な
る
。
日
本
の
木
材

輸
入
で
６
割
弱
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
同
協

会
で
は
、
品
目
別
の
輸
入
量
や
合
法
木
材

の
合
計
・
割
合
を
集
計
・
発
表
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
輸
入
材
に
お
け
る
合
法

木
材
の
割
合
は
２
０
１
６
年
度
が
72
％
。

２
０
０
８
年
度
の
28
％
か
ら
大
幅
に
改
善

特  集

今、「クリーンウッド法」が
動き出す

図4. 品目別輸入量と合法木材の比率

出所：日本木材輸入協会       ＊ 数字は同協会会員の申告を集計したもの
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【こうき - しん】

vol.30

登
半
島
の
西
側
に
あ
る
増ま

す
ほ
が
う
ら

穂
浦
。
約
４
㎞
に
わ
た

る
海
岸
線
は
天
然
の
白
砂
と
透
き
通
っ
た
海
が
美

し
く
、「
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
イ
ン
増
穂
」と
呼
ば
れ

る
夕
日
の
名
所
と
し
て
も
名
高
い
。

　

そ
ん
な
海
岸
線
を
望
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
木

造
の「
世
界
一
長
い
ベ
ン
チ
」だ
。
そ
の
名
の
通
り
１
９
８
９

年
に
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ
た
こ
の
ベ
ン
チ
は
、
１
３
４
６
人
が

一
斉
に
座
れ
る
長
さ
を
誇
る
。
地
元
住
民
の「
多
く
の
人
に
日

本
海
に
沈
む
美
し
い
夕
日
を
見
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
を
受

け
て
、
87
年
に
延
べ
８
３
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て

組
み
立
て
ら
れ
た
。
現
在
は
世
界
一
の
座
を
他
の
ベ
ン
チ
に

譲
っ
て
い
る
も
の
の
、
名
前
は
当
時
の
思
い
と
共
に
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
。

　

全
長
４
６
０
・
９
m
の
木
材
の
総
使
用
料
は
８
・
７
９
ト
ン
。

木
材
は
石
川
県
の
県
木
で
あ
る
ア
テ
材
を
使
用
し
て
い
る
。

「
ア
テ
」は
地
方
名
で
、
ヒ
ノ
キ
科
の
ア
ス
ナ
ロ
の
変
種
・
ヒ
ノ

キ
ア
ス
ナ
ロ
を
指
し
、
近
年
で
は「
能
登
ヒ
バ
」と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。
独
特
の
強
い
香
り
が
あ
り
、
耐
久
性
、
耐
水
性
に

優
れ
、
住
宅
の
土
台
材
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
木
材
だ
。
潮
風

で
塗
装
が
剥
げ
落
ち
る
の
が
難
点
だ
が
、
地
元
の
児
童
や
生

徒
、
観
光
協
会
な
ど
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
定
期
的
に
色
が

塗
ら
れ
、
美
し
さ
を
保
っ
て
い
る
。

　

増
穂
浦
は
、
日
本
小
貝
三
大
名
所
の
一
つ
に
も
な
っ
て
お

り
、
11
月
〜
３
月
に
は〝
幸
せ
を
呼
ぶ
貝
〟と
言
わ
れ
て
い
る

桜
貝
を
は
じ
め
、
ニ
シ
キ
貝
や
忘
れ
貝
な
ど
が
打
ち
上
げ
ら

れ
る
。
浜
辺
で
貝
拾
い
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
世
界
一
長
い
ベ

ン
チ
に
座
っ
て
夕
暮
れ
時
の
眼
下
に
広
が
る
日
本
海
と
空
が

夕
焼
け
に
染
ま
っ
た
景
色
に
浸
る
の
も
ま
た
格
別
で
あ
る
。

写真提供 ＝ 志賀町商工観光課

1989年
ギネス認定の

「世界一長いベンチ」

能

石川県
志賀町・
増穂浦
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購
入
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
返
却
の
際

に
返
っ
て
く
る
〝
も
う
少
し
持
ち
手
の
角
度
が
あ

る
と
い
い
〟
な
ど
の
細
か
な
要
望
は
同
社
の
財
産

だ
と
い
う
。

　
「
要
望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
改
善
さ

れ
れ
ば
購
入
は
す
ぐ
そ
こ
と
い
う
こ
と
。
消
費
者

の
意
見
が
、
商
品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
修
理
に
関
し
て
も
、
自
社
の
商
品
し
か

行
わ
な
い
メ
ー
カ
ー
が
多
い
中
、
私
た
ち
は
あ
ら

ゆ
る
メ
ー
カ
ー
の
修
理
を
引
き
受
け
ま
す
。
こ
れ

も
、
技
術
力
を
磨
く
糧
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」

攻
め
の
姿
勢
で

新
分
野
の
は
さ
み
の
開
発
に
も
着
手

—

同
社
で
は
現
在
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
理

美
容
は
さ
み
を
東
南
ア
ジ
ア
で
活
動
す
る
民
間
国

際
協
力
団
体
に
寄
付
し
て
い
る
。
各
美
容
室
で
捨

て
ら
れ
ず
に
保
管
さ
れ
て
い
る
は
さ
み
を
引
き
取

り
、
修
理
を
施
し
、
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
の
職
業

訓
練
施
設
で
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
は
さ
み
で
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か

と
、
ず
っ
と
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
美
容

師
も
、
自
分
が
力
に
な
れ
て
う
れ
し
い
と
協
力
的

で
す
。
こ
れ
ら
の
は
さ
み
は
、
東
日
本
大
震
災
で

道
具
を
失
っ
た
美
容
師
に
も
寄
付
し
て
い
ま
す
」

—

千
葉
県
打う

ち
は
も
の

刃
物
連
絡
会
で
活
動
し
、
伝
統

技
法
の
継
承
事
業
や
海
外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
若
い
人
材
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
育

成
を
目
指
し
、
短
期
間
で
の
技
術
取
得
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
。起
業
か
ら
15
年
。

当
初
は
地
域
密
着
型
だ
っ
た
直
販
体
制
も
、
全
国

か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
現
在
は
代
理
店

と
の
協
力
体
制
も
取
っ
て
い
る
。

　
「
今
後
も
立
ち
止
ま
ら
ず
攻
め
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
３
年
前
か
ら
開
始
し
て
い

る
の
が
、
ト
リ
マ
ー
用
の
は
さ
み
の
販
売
で
す
。

今
、
ペ
ッ
ト
業
界
が
活
況
で
す
が
、
ト
リ
マ
ー
用

の
道
具
は
そ
の
人
気
に
進
化
が
追
い
付
い
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
理
美
容
は
さ
み
の
技
術

を
生
か
せ
る
と
参
入
を
決
め
ま
し
た
」

—

し
か
し
最
初
は
、「
切
れ
な
い
」と
不
評
だ
っ

た
と
い
う
。
動
物
の
毛
は
人
間
の
髪
よ
り
細
く
柔

ら
か
い
た
め
、
高
品
質
な
人
間
用
の
は
さ
み
で
も

切
り
に
く
い
の
だ
。
そ
こ
で
理
美
容
は
さ
み
の
時

と
同
じ
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
ト
リ
マ
ー
の
要

望
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
な
が
ら
改
善
を
重
ね
た
。

現
在
で
は
理
美
容
は
さ
み
の
販
売
お
よ
び
修
理
と

肩
を
並
べ
る
、
同
社
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
来
年
か
ら
は
、
動
物
の
医
療
用
は
さ
み
の
製

造
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。
分
野
が
違
う
た
め

初
め
て
の
挑
戦
と
な
り
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、

ユ
ー
ザ
ー
の
声
と
真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
技
術

力
を
磨
け
ば
よ
い
商
品
が
必
ず
で
き
る
。
今
後
も

そ
の
姿
勢
を
変
え
ず
、
高
付
加
価
値
の
商
品
を
生

み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

代
理
店
経
由
で
販
売
さ
れ
る
理
美
容
業
界
で
、
無

名
な
弊
社
は
代
理
店
に
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
販
路

を
絶
た
れ
て
い
ま
し
た
。
モ
ノ
さ
え
よ
け
れ
ば
売

れ
る
と
考
え
て
い
た
の
が
甘
か
っ
た
で
す
ね
。
代

理
店
が
ダ
メ
な
ら
直
販
し
よ
う
と
地
元
を
営
業
し

ま
し
た
が
、
門
前
払
い
が
続
き
、
最
初
の
２
年
は

眠
れ
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
」

—

そ
こ
で
発
想
を
転
換
し
、
ま
ず
は
販
売
で

は
な
く
修
理
か
ら
請
け
負
う
方
法
に
舵
を
切
る
。

従
来
の
代
理
店
経
由
で
は
、
修
理
に
３
週
間
は
か

か
る
が
、
同
社
は
こ
れ
を
３
日
で
仕
上
げ
た
。
大

切
な
仕
事
道
具
で
あ
る
は
さ
み
の
修
理
が
３
日
で

終
わ
り
、
し
か
も
技
術
は
確
か
と
美
容
師
の
間
で

評
判
と
な
り
、
修
理
の
依
頼
が
増
え
て
い
っ
た
。

　
「
同
じ
頃
、
車
検
の
よ
う
に
修
理
し
た
は
さ
み

に
も
修
理
内
容
な
ど
を
伝
え
る
メ
モ
を
付
け
て
み

て
は
ど
う
か
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な

方
法
で
す
が
、
こ
の
業
界
で
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

は
さ
み
の
プ
ロ
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
こ
と

で
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
修
理
期
間

中
に
は
当
社
の
は
さ
み
を
貸
し
出
す
こ
と
で
、
商

品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
ま
し
た
」

—

口
コ
ミ
か
ら
徐
々
に
製
品
の
売
り
上
げ
も

伸
び
た
。
起
業
当
時
は
10
丁
あ
れ
ば
良
い
方
だ
っ

た
月
間
売
上
が
、現
在
で
は
５
０
０
丁
を
超
え
る
。

購
入
前
の
「
３
日
間
無
料
お
試
し
サ
ー
ビ
ス
」
も

開
始
。
購
入
決
定
後
は
指
の
サ
イ
ズ
や
癖
を
考
慮

し
た
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
に
も
対
応
す
る
。
す
べ
て
が

修
理
と
い
う
角
度
を
変
え
た

ア
プ
ロ
ー
チ
で
販
路
開
拓
に
成
功

—

高
い
技
術
力
を
持
っ
て
い
て
も
、
消
費
者

に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
け
れ
ば
話
は
始
ま
ら
な
い
。
試
行

錯
誤
の
末
、〝
技
術
力+

付
加
価
値
〟
の
ア
イ
デ

ア
で
ユ
ー
ザ
ー
の
心
を
つ
か
む
こ
と
に
成
功
し
た

の
が
、
理
美
容
は
さ
み
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
グ

リ
ー
ン
マ
ウ
ス
だ
。
現
在
で
は
カ
リ
ス
マ
美
容
師

や
大
手
美
容
室
チ
ェ
ー
ン
と
の
コ
ラ
ボ
で
高
品
質

な
は
さ
み
を
提
供
す
る
人
気
メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て

い
る
が
、
実
は
起
業
し
た
当
初
は
苦
難
の
連
続

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
腕
の
よ
い
技
術
者
た
ち
と
独
立
起
業
し
た
の

で
、
は
さ
み
の
品
質
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
ま
っ
た
く
売
れ
な
い
。
す
べ
て
の
道
具
が

使わなくなったはさみを修理、
寄付し、社会に貢献

短納期・修理メモ・細やかな
対応で理美容師の心をつかむ

トリマー用や動物医療用など
はさみを軸に新天地を開拓

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
マ
ウ
ス

ここが注目ポイント

ユーザーの要望と真摯に向き合い
理美容はさみ業界で躍進

取締役

本　　社 	●	千葉県鎌ヶ谷市佐津間１０４８
創　　業 	●	2002年
資 本 金 	●	300万円
従 業 員 	●	5名
事業内容 	●	理容・美容ハサミの製造、販売

4万円以下のベーシックスタンダードからハイグレード、セミオーダーまで幅広
いラインアップ。写真は軸を圧倒的に強くしたOrfeu（オルフェ）シリーズ

栁
や な ぎ

平
だ い ら

 辰
し ん

氏

修理したはさみに、使用上の注意などをアドバイスするメモ「メンテナンス
ノート」を付けて返却寄付されたはさみを使うカンボジアの職業訓練施設

アフターケアも万全（3,000円～）。研ぎに出
すタイミングを診断するガイドも提供



Kenzai Monthly September 2017 10

● 神鋼ケアライフを住友林業グループ傘下に
　住友林業（株）は、有料老人ホームの運営を行う連結
子会社（株）フィルケアを中心に、介護事業の規模拡大
を推進している。事業拡大の一環として2017年4月
に、（株）神戸製鋼所の連結子会社である神鋼ケアライフ

（株）の発行済株式66.7％を取得し、住友林業グループ
傘下に置いた。
　神鋼ケアライフは1991年からシニアビジネスに取り
組んでおり、神戸市を中心に介護付有料老人ホーム3ホー
ム、在宅介護サービスの事業所7拠点を展開している。
今回の株式取得は、超高齢社会の進展による介護市場拡
大と、医療・介護保険制度改革を背景にしたニーズの多
様化に早急に対応するため、介護事業の業容拡大を目指
すものだ。
　今後は神鋼ケアライフが運営する大規模・医療連携型
の自立の方から入居できる有料老人ホームに加え、介護
保険外のサービスも含めた在宅介護サービスへ進出し、
認知症対応や医療的サービス等の介護ニーズの多様化に
対応できる体制を整える。
● 脳ドック検診サービスなど充実した医療支援
　神鋼ケアライフではこのたび、新たな高齢者住宅「エ
レガーノ西宮」（兵庫県西宮市）に開発着手した。RC造
地上14階建で総戸数309戸の本施設は、国内最大の

「サービス付き高齢者向け住宅」となる。自立している
高齢者はもちろん、要支援・要介護状態の高齢者も、幅
広く入居を受け入れる。
　本施設は、住友林業が培ってきた住まい、木や植栽の
緑の効用に関する知見を生かしつつ、神鋼ケアライフの

20年以上にわたるノウハウに、独自に体系化した健康
寿命向上につながる新たな取り組みを加え、進化した高
齢者の住まいを提供する。ソフト・ハードの両面から、
介護が必要になっても高齢者が住み続けられ、安心して
暮らせるサービスを提供する新たな施設を展開していく。

■ 施設の特徴　
１．協力医療機関と連携した医療支援
　協力医療機関と連携し、適切な医療支援を行う。同一
建物内にはクリニック（テナント）の内科医が常駐し、
認知症専門医とも連携を図る。施設内には24時間体制
の看護師2名が常駐。
２．「予防」「健康寿命向上」への取り組み
● 全入居者への脳ドック（MRI）検診サービス実施
　MRI診断の結果を踏まえ、認知症専門医が認知症診断
や日常生活への具体的アドバイスを行う。
● 多彩なプログラムで健康寿命を向上
　MCI（軽度認知障害）の予防に効果的とされる十数種
類のスポーツ系・文化系プログラムを、熟練した技術を
持つ専門家の講師により提供。
● 要介護状態でも「自主的に」生活できる空間設計
　要介護入居者が、自立者と同様に生活できる空間を実
現。「緑・外気を自由に楽しめる屋上庭園」「大アクティ
ビティスペース」「落ち着いて過ごせるケアカフェ」など、
五感を刺激する充実した空間を各介護フロアに設計。

〈エレガーノ西宮外観イメージ〉

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

今号の注目企業でトリマー用のはさみの話がありましたが、我が家も愛犬2匹
を毎月トリミングに出しています。カットとシャンプー（グルーミング込）で
１匹6,000円。オプションでパックや炭酸泉などもあり、人間顔負けのお値
段とメニューに「お犬様時代」再来を感じます。そんな傍ら1,000円カットに
並んでいる世の中のお父さんたち。華やかな世界はこのような人たちの努力と
我慢で支えられているのかもしれませんね。（M）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　福山支店　みどりまち住宅展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

国内最大の「サービス付き高齢者向け住宅」
「エレガーノ西宮」開発に着手 －住友林業グループ

■ 「エレガーノ西宮」施設概要

所　  在　  地	： 兵庫県西宮市津門大塚町（アサヒビール工場跡地の一部）
最  寄  り  駅	： 阪急「阪神国道」駅徒歩3分、阪急「西宮北口」駅徒歩16
	    分、JR「西宮」駅徒歩11分
敷  地  面  積	： 10,427.65㎡（3,154.37坪）
延  床  面  積	： 28,509.21㎡（8,624.05坪）
構　　　　 造	： RC造地上14階建（14階建2棟、5階建1棟）
着 工 ・ 竣 工	：着工　2018年6月予定／竣工　2020年2月予定／ 
 	    開設 2020年5月予定
居室数・面積 	： 一般居室219戸（最多面積61㎡）、介護居室90戸
	   （最多面積23㎡）、総戸数309戸
入居金予定額	： 一般居室3,800万円～（平均6,000万円程度）
総  投  資  額 	： 約100億円
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2017年7月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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